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2010年 1月 15日

株式会社 島津製作所 分析計測事業部

応用技術部京都アプリケーション開発センター
山崎

 
雄三

第一回第一回
生物系研究者のための生物系研究者のための

質量分析に関するセミナー質量分析に関するセミナー

理化学研究所・和光
生物科学研究棟・3階小セミナー室
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MALDI-TOF MSの概要

質量分析の原理

Curved Field Reflectron

四重極イオントラップ型MALDI

イオン化の原理

MALDI,ESIとその使い分け

質量分析の応用

蛋白質同定から翻訳後修飾

イメージングMS

装置ラインナップと紹介

本日のご紹介内容
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磁場型（二重収束）

四重極型

イオントラップ型

飛行時間型

フーリエ変換型

EI

FD

FAB

MALDI

ESI

CE

LC

GC

イオン化法分離法 質量分析計

組み合わせによる装置構成が多様

GPC

質量分析計の構成

On-Line
Off-Line
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LC/MS business review

UPMF/グリセリンマトリック

 スによるソフトレーザ脱離

 イオン化法

レーザ光がMatrixに吸収され、試

 料は間接的にイオン化され

 

脱離

 
される

(狭義の)レーザ脱離イオ

 ン化方法
Laser Desorption / 
Ionization
試料が直接レーザ光を吸収

参）MALDIは、日本の島津製作所で1985年に開発された技術を発端としている
特許JP01731501 出願1985/02／吉田

 

特許JP01769145 出願1985/08／吉田・田中

MALDI (Matrix Assisted Laser Desorption Ionization)

MALDIイオン化法の原理
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；リン酸化ペプチド
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リン酸添加

添加無し
参考文献
Anal Chem.,76(17),5109-17,(2004)

測定条件
装置：AXIMA-Performance
マトリックス：
2,5-DHB (Dihydroxybenzoic

 

acid)
10 mg/mL(50% アセトニトリル、0.1% TFA)
試料：トリプシンによる消化混合物
（BSA,α-casein,β-casein,ovalbumin）

マトリックスに対するリン酸添加の効果

リン酸化ペプチドのMS
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